
 

 

平成 18 年 12 月 14 日 

 

各  位 
会 社 名 ア ス ク ル 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 岩田彰一郎

       (コード番号:2678 東証一部） 

問合せ先 

役職･氏名 取締役 社長室執行役員  

     織茂 芳行  

TEL 03-3522-8608 

 

「2007 年５月期中間期 連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 19 年５月期 中間決算短信（連結）」に関する補足説明の資料として、添付の「2007 年５

月期中間期 連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。それら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士または監査法人の関与はございません。 

以 上 
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2007年５月期中間期
連結業績概要

20020066年年1212月月1414日日
アスクル株式会社アスクル株式会社

1

＜はじめに＞

アスクルはＷｅｂ革命の本格的進展に対応した新アスクル・ビジネスモデルの構
築を開始いたしました。このため、今期を含む３年間を「大躍進のための積極投資
期間」と位置づけ、お客様のご要望に密着した革新的な情報システムと最新のサ
プライチェーン構築に取り組んでおります。

このように、当社は新アスクル・ビジネスモデル構築に向けた大型投資を短期間
に集中するため、これまでのような利益成長のスピードが、当初、一時的とはいえ、
ある程度鈍化することがあります。今中間期の減益決算は「大躍進のための積極
投資期間」の最初の中間決算ということで経費が集中的に発生したためであり、
本業の落ち込みによるものではありません。

いずれにせよ、競争激化の中で、今回の積極投資による新ビジネスモデルの構
築は、アスクルが中長期的に大躍進を遂げるための必要不可欠なステップである
と確信しております。

投資家の皆様におかれましては、当社の長期的躍進のための今回の施策に対し
、暖かいご理解とご支援を賜りますようにお願い申し上げます。

投資家の皆様におかれましては、当社の長期的躍進のための今回の施策に対し、
暖かいご理解とご支援を賜りますようにお願い申し上げます。
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Ⅰ. 2007年５月期中間期 連結業績

Ⅱ. 通期 連結業績の見通し

Ⅲ. 次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ構築に向けて
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アスクル 現在のステージ
～

2001年5月期

（高成長期）

2002~
2004年5月期

（基盤の磨き込み）

2005~
2006年5月期

（持続的成長）

ビジビジネスモデルネスモデル
による高成長による高成長

インフラ構築・インフラ構築・
整備整備

持続的成長持続的成長

・収益性の向上

・新規事業への

取り組み

・バランスのとれた
成長と収益性への
挑戦

・中期における
成長戦略の実現

・高い売上成長率

2007年5月期~
2009年5月期

（ビジネスモデル変革）

新たな新たな
ビジネスモデルビジネスモデル

へのへの変革変革

・競争力を持った
次世代ビジネス
モデルへの変革

・次世代ビジネスモ
デル構築に向けて
の積極投資

・継続的なコスト
構造改革

2010年5月期

～
（第二成長期）

大きな飛躍へ大きな飛躍へ

・安定的な高収益
体質の確立

20062006年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料

4

次世代ビジネスモデルへの事業展開

1993年 2006年 年度

事
業

展
開

カタロクベース、 在庫型、 オフィス用品

e-Pro・アリーナ、間接材一括購買＆BPO
中小事業所・個人への商品・

サービス提供Web・カタログ

1997年
アスクル株式会社

ビジネスモデル変革

第二成長期

アスクルは、次の大きな飛躍に向けて、次世代ビジネスモデルを
構築すべき新たな成長段階に入ってきました。
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Ⅰ.2007年５月期中間期 連結業績

売上・利益、計画通りの進捗

2.5

5.3

5.3

19.7

25.0

100.0

売上比
%

1,938

4,166

4,152

15,266

19,419

77,730

金額
M¥

06/5中（実績）

▲29.3

▲34.2

▲34.7

+17.2

+6.1

+8.5

前期比
%

+2.6

+5.8

+4.9

▲3.0

▲2.1

+0.4

予算比
%

1.6

3.3

3.2

21.2

24.4

100.0

売上比
%

1,370

2,741

2,712

17,896

20,608

84,304

金額
M¥

07/5中（実績）

1.61,336当期純利益

3.12,591経常利益

3.12,584営業利益

22.018,458販管費

25.121,043売上総利益

100.083,943売上高

売上比
%

金額
M¥

07/5中（予想）
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1.売上高 今期予想比 +0.4% 前期比 +8.5%

基本競争力強化によるお客様基盤の拡大

⇒ 第２Ｑで前期比２桁成長の実現 ＋11.1%

９月カタログ戦略の成果 ①家具 ②ベーシック商品

2.売上総利益 今期予想比 ▲2.1% 前期比 +6.1%

戦略的な価格競争力の導入

⇒ 第２Ｑ売上総利益率 24.2%

要因 ・価格政策、商品売上構成の変化(家具／生活用品／新製品)

※第2Q計画TVCM（2.2億）は実施せず、カタログ価格政策での基本競争力強化

・原材料のコストアップ

対策 ・売上増に伴う商品調達の効率化

・中国ソーシング強化

中間期連結業績 主なポイント （１／３）

7

中間期連結業績 主なポイント （２／３）

3.販管費 今期予想との比較 ▲5.6 億

・新大阪センター立上費用 ▲3 億 （センター立上作業効率化、他）

・第２Ｑ TVCM実施せず ▲2.2 億 （販売促進はｶﾀﾛｸﾞ価格戦略対応へ）

・販売推進引当金減少 ▲1.8 億 （05年制度定着での行使率見直し）

・コスト構造改革 ▲1.7 億 （構造改革プロジェクト効果）

・配送運賃 ＋3.2 億
要因（出荷小口数増加、家具組立配送ｻｰﾋﾞｽ件数増加）
対策（小口梱包効率化、家具配送体制構築） ⇒11月より削減効果

先行投資的費用 15億 （対売上比 1.8%）

通期計画 22億 ⇒ ほぼ計画通りの進捗

（新大阪ｾﾝﾀｰ立上 7億、人件費 4.7億 （11月度末 対前年11月 +79名）

プロメディカル事業、間接材一括購買システム準備業務、他）

8

4.販管費 前年との比較 +26億

・先行投資的費用 +11 億（投資的費用計15億 内,業務外注・委託費 4億除く）

・業務外注・委託費 +6.4億 （売上増分+4.5億）

・第1Q TVCM +2.8億 （第1Qのみ実施）

・償却費 +2.1億 （新CRMシステム、シンクロカーゴ稼動）

・販売推進引当金 ▲1.8億 （05年の制度定着での行使率見直し）

・コスト構造改革 ▲1.7億 （構造改革プロジェクト、第2Qより成果）

・配送費 +5.3億 （内売上増分 2.5億）

要因（出荷小口数増加、家具組立配送ｻｰﾋﾞｽ件数増加）
対策（小口梱包効率化、家具配送体制構築） ⇒11月より削減効果

中間期連結業績 主なポイント （３／３）

5.現預金の状況
・自己株式取得 26.5億 （06年8月実施 120万株）

・大阪DMC設備投資 20億 ・前期末休日のための未決済額 約28億
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課題 ⇒ 直近の売上成長率

06/506/5期期3Q3Q 06/406/4--66月度月度

--5.0%5.0%
--2.0%2.0%

--1.8%1.8%

--1.2%1.2%

112%112% 107%107%

稼働日調整後の伸張率稼働日調整後の伸張率

■■家具のお客様数減家具のお客様数減
⇒⇒お客様の用途、シーンに応じた商品力お客様の用途、シーンに応じた商品力

強化とサービス進化強化とサービス進化

■■05/505/5期のｾｷｭﾘﾃｨ特需による期のｾｷｭﾘﾃｨ特需による
一時的な影響（一時的な影響（04/504/5期比期比 +68+68％）％）

■■ベーシック商品の競争激化ベーシック商品の競争激化
⇒①⇒①環境商品の強化、拡大環境商品の強化、拡大

②②品揃え拡充品揃え拡充
③③TV CMTV CMとキャンペーン実施とキャンペーン実施

仮説⇒検証・修正

20062006年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料2006秋・冬号 カタログの発刊
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06/06/期期1Q1Q 06/1006/10--1111月月

4.0%4.0%

+2.0%+2.0%

+2.0%+2.0%

106%106% 110%110%

■■家具のお客様数の回復と家具のお客様数の回復と
単価ｱｯﾌﾟ単価ｱｯﾌﾟ
⇒⇒お客様の用途、シーンに応じた商品力お客様の用途、シーンに応じた商品力

強化とサービス進化強化とサービス進化

■■ベーシック商品の競争力強化ベーシック商品の競争力強化
⇒①⇒①環境商品の強化、拡大環境商品の強化、拡大

②②品揃え拡充品揃え拡充
③③TV CMTV CMとキャンペーン実施とキャンペーン実施

仮説⇒検証・修正

2006秋・冬号 カタログ 発刊後の実績

稼働日調整後の伸張率稼働日調整後の伸張率

11

CP前 CP期間CP前 CP期間

【６月ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ】カテゴリー別に仮説検証

お客様数伸張率
6%

【６月ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ】お客様数伸張率推移

テストマーケティング検証結果をもとにベーシック商品の競争力強化

■コピー用紙 ■布テープ

お客様数伸張率
9%

2%up

2006秋・冬号 カタログ政策の検証

期間限定セール 06年6月～7月
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2006秋・冬号 カタログ政策の検証

競争力強化対策のベーシック商品
購入お客様数と販売の検証 ０６年９～１０月実績

４０
％

６０
％

クリアー

ホルダー

１００枚

オリジナル

ティッシュ

みずたま５箱

PPC用紙

ｽｰﾊﾟｰﾎﾜｲﾄ

Ａ４ １箱

←

購
入
お
客
様
数

構
成
比

→

既存お客様
０６年４～５月
購入実績あり

新規お客様
０６年４～５月
購入実績なし

４０
％

６０
％

３５
％

６５
％

8月度 10・11月度

8月度 10・11月度

8月度 10・11月度

■ティッシュペーパー
売上伸張率

お客様数伸張率

売上伸張率

お客様数伸張率

■クリアホルダー

■コピー用紙

売上伸張率

お客様数伸張率

+8%

+14%

+6%

+5%

+8%

+4%

第1Q 第2Q

事務用品 106.2%⇒ 112.2%

OAPC用品 104.8%⇒ 108.8%

生活用品 115.9%⇒ 117.3%

13

アスクルイチオシ価格(ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾊﾞﾘｭｰ)巻頭企画

ﾍﾞｰｼｯｸﾍﾞｰｼｯｸベーシック商品の品揃え拡充

14

ご使用になるシーンに応じた家具のご提案

わかりやすい写真と
単品価格の訴求。
お客様の買いやすさ
を最優先。

前回カタログ
巻頭企画ページ

家具家具
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定番オフィス家具の検索性の向上

前回カタログ
小さな掲載写真

家具家具

第1Q 第2Q

オフィス家具 93.4% ⇒ 107.2%

16

60

100

140

180

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

06/5期

04/5期

05/5期

396億円
前1Q比 +5.7%

売上高売上高 = = 購入お客様数購入お客様数 x x 購入お客様単価購入お客様単価

単位:月度

単位:億円

07/5期

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

７７７７

７８７８

単体単体

前期比前期比 +8.5%+8.5%

売上高の推移

443億円
前2Q比 +11.1%

７５７５

７４７４

17

80

100

120

140

160

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前1Q比
+7.6%

前期比前期比 +9.1%+9.1%

単体単体 購入お客様数の推移

06/5期

04/5期

05/5期

07/5期

＊＊03/603/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前2Q比
+10.5%
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80

90

100

110

120

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前1Q比
▲1.8%

＊＊03/603/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前期比前期比 ▲▲0.5%0.5%

単体単体 購入お客様単価の推移

06/5期

04/5期

05/5期

07/5期

前2Q比
+0.6%

19

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

ee--ProPro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ﾎﾟｰﾀﾙﾎﾟｰﾀﾙ
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

単位:社

個個 人人

0

2000

4000

6000

8000

02/5月 03/11月 05/05月 06/11月

単位 : 社
7,155社

（06/11/20時点）

ご登録企業数の推移ご登録企業数の推移

アスクルアリーナ （企業一括購買契約）

20

医療材料専門カタログ 第２号発刊

（１）サプライヤーの充実
・新規取引開始 15社(計 48社）
・テルモ社、トップ社に加えて

ニプロ社、ＪＭＳ社も取引開始

（２）掲載商品の拡大
約820→約1,500アイテム

メディカルプロ カタログNo.２
2006年11月21日 発刊
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（３）医療材料販売
エリアの拡大

1号カタログ発刊時
（2005/11/21時点）

北陸、北関東
↓

31都府県
（2006/11/20時点）

事業基盤の
整備完了

医療材料専門カタログ 第２号発刊

22

Ⅰ. 2007年５月期中間期 連結業績

Ⅱ. 通期 連結業績の見通し

Ⅲ. 次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ構築に向けて

23

Ⅱ.連結業績の見通し – 通期

+1.82.54,550+1.82.54,5502.84,469当期純利益

+2.65.09,008+2.65.09,0085.48,780経常利益

+2.45.08,974+2.45.08,9745.48,763営業利益

+10.919.735,251+13.420.236,03619.731,782販管費

+9.124.844,226+11.025.245,01125.140,546売上総利益

+10.4100.0178,582+10.4100.0178,582100.0161,694売上高

前期比 %売上比 %金額 M¥前期比 %売上比 %金額 M¥売上比 %金額 M¥

07/5（今回予想）07/5（期首予想）06/5（実績）
通 期

売上・利益、期首予想より変更ありません。
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Ⅱ.連結業績の見通し – 下期

+25.63.43,179+27.03.43,2143.02,530当期純利益

+35.86.66,267+39.16.86,4175.54,613経常利益

+35.86.66,262+38.66.86,3905.54,611営業利益

+5.118.417,355+6.418.617,57819.716,515販管費

+11.825.123,617+13.425.323,96825.221,127売上総利益

+12.3100.094,277+12.7100.094,639100.083,963売上高

前期比 %売上比 %金額 M¥前期比 %売上比 %金額 M¥売上比 %金額 M¥

07/5下（今回予想）07/5下（当初期首予想）06/5下（実績）
下 期

25

Ⅱ.連結業績の見通し 下期補足
■売上 中小事業所開拓およびアリーナ成長、

お客様基盤の拡大、 ２桁の持続的成長

■売上総利益
・中国ソーシング強化・売上増に伴う商品調達の効率化

■販管費
①コスト構造改革プロジェクトの推進

・各部門業務の機能集約、統合 ・物流効率化＆コストダウン

・調達費の削減 ・システム運用費の削減

②システム投資による業務効率化によるコストダウン

・シンクロカーゴ本格稼動 ・コールセンターのオペレーション統合

■次世代ビジネスモデル構築（３年間で構築する初年度）

・モデル構築に向けた人材配置 ・間接財一括購買システム構築

・次世代型新大阪センターの本格稼動及び運営

26

Ⅰ. 2007年５月期中間期 連結業績

Ⅱ. 通期 連結業績の見通し

Ⅲ. 次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ構築に向けて
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・間接材一括購買システム

・新調達システム

・ＳＣＭシステム

・ＷＥＢ２．０

第三世代
(2006年～)
第三世代

(2006年～)

新たなビジネスモデルの対応新たなビジネスモデルの対応

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

ビジネスモデル
による高成長期
(～2001年5月)

ビジネスモデル
による高成長期
(～2001年5月)

全社
戦略

新たなビジネスモデル
への変革

(2006年6月～)

新たなビジネスモデル
への変革

(2006年6月～)

大阪
（９８）

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

物流

戦略 東京
（９９）

仙台・
福岡
（００）

横浜
（０１）

ＤＣＭ
（０２）

名古屋
（０４）

大阪
（０６）

仙台
（０７）

（e -ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑと今後の方向性)

第一世代
(～2001年)
第一世代

(～2001年)

ﾈｯﾄ受注
(97年)

CRM
(98年)

需要予測
(01年)

ﾏﾃﾊﾝｼｽﾃﾑ
(98年)

SYNCHRO
MART
(02年)

SYNCHRO
AGENT
(04年)

ビジネスモデルを
支えるIT基盤の整備
ビジネスモデルを

支えるIT基盤の整備

IT戦略（ e-プラットフォーム）

変遷

Keyword

第二世代
(2002年～2006年)

第二世代
(2002年～2006年)

大アスクルコラボレーション基盤

e-プラットフォームの構築

大アスクルコラボレーション基盤

e-プラットフォームの構築

SYNCHRO
SMILE
(06年)

新Webｻｲﾄ
(03年)

SYNCHRO
CARGO
(06年)

DWH
Matrix
(01年)

物流戦略とIT戦略 20062006年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料

28

次世代型 新大阪センター 稼動開始

8時～22時 (物量に応じて
変動)

稼動時間

約300名作業人数

月曜日～土曜日 (日曜日・
祝祭日は非稼動)

稼動日

６階建て（約22,000坪）
施設規模(延

床面積)

平成１８年９月稼動

大阪府大阪市此花区北港緑
地2-1-66

住所

大阪ディマンドマネジメントセ
ンター (大阪DMC)

施設名

次世代ビジネスモデルによる事業展開を視野に入れた、

次世代型物流センター。

海外調達の物流拠点とし、クロスドッキングを効率的に行うマルチバースを

備え、最新鋭の物流設備・システムを導入し運用効率の向上を目指す。

29

■従来の分散倉庫統合による

在庫集約・地代家賃削減・在庫転送コスト最小化

大阪DMC ３つの進化 ～ ① Hard の進化～

■クロスドックを効率的に行う
マルチバース

（全フロアー車両アクセス可能）

■東日本エリア災害時の
バックアップ拠点（免震構造）

Hard

AmenityIT

大阪

DMC

■海外調達の物流拠点
コンテナ着荷対応のマルチバース

（全フロアー車両アクセス可能）

■最新鋭の物流機器・システム導入
による運用効率の向上
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■最新鋭の物流機器・システム導入による運用効率の向上

各種ピッキング設備

31

■最新鋭の物流機器・システム導入による運用効率の向上

各種ピッキング設備

32

各種ピッキング設備

■最新鋭の物流機器・システム導入による運用効率の向上
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梱包荷合わせ設備

■最新鋭の物流機器・システム導入による運用効率の向上

34

見える化

by Askul 設備稼働状況

ｸﾚｰﾑ情報
アイテム分析

日次決算給与
計算

人員計画

個人別生産性

大阪DMC ３つの進化 ～ ② ITの進化～

「新WMS」による大幅効率・品質
向上と物流高度化

・クロスドック支援
・全国最適引当管理
・最適ロケーション管理
・商品トレーサビリティ管理
・入荷・棚卸業務支援 など

「新見える化システム」による効率・
サービス品質の大幅向上

・センター業務におけるABC 
(Activity Based Costing)による
きめ細かいコスト管理

・サービス品質統括管理

Hard

AmenityIT

大阪

DMC

35

安心して働ける環境の提供

託児所

Hard

AmenityIT

大阪

DMC

大阪DMC ３つの進化 ～ ③ Amenityの進化～
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時代認識と、

間接材一括購買ｼｽﾃﾑ構築から

次への展開へ

Ⅲ. 次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ構築に向けて

37

日本におけるデジタル技術の変化
この３年が勝負

現在
全世帯

アナログＴＶ(現在)

地デジ放送

0
1994 1996 1998 2000 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

※当社 推定値

おさいふ携帯
TVの双方向化

単位 ： ％

第三世代携帯

ブロードバンド

2011
年

ほしい時間に
あらゆる場所へ

届く

いつでもいつでも
どこでもどこでも

だれにでもだれにでも

ワンセグ放送

インターネット
ＴＶ

ＷＥＢ ２．０

オンデマンド化

オンデマンド
放送

100

50

時代認識

アスクル
Web受注比率
50%を超える！

（06年11月度）

38

進むノンコア業務の外注化

出典：日経ビジネス 2005/12/26号

本業に集中したい

間接業務を
効率化したい

間接材購買など
ノンコア業務を外注

（本業以外）

時代認識
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お客様主導型社会の到来

事業者・情報提供者

お客様は受身

これまで

事業者・情報提供者

これから

自発的コミュニティ

お客様の
リクエストは

多様化・高度化

グーグルは
勝者か？お客様が主導

時代認識

40
年月

’97年3月 アスクル インターネットショップ （中小事業所向けサイト）

’00年6月 大手企業向けサプライ開始

’01年8月 アスクルアリーナ（企業一括電子購買）

’01年6月 プラグインマートe－ｐｒｏ対応（大企業向け標準インターフェース）

事業展開

Business Process Outsourcing
企業が自社の業務処理（ビジネスプロセス）の一部を、外部の業者へアウトソーシング

間接材一括購買システム
（07年8月完成予定）

ＢＰＯ事業展開に向けて

企業一括購買構築から次の事業展開へ

’00年7月 スマートファーム（中小企業向けe-ビジネス支援）

’01年4月 日本アリバ出資

e-プラットフォームの整備

中小事業所・個人への
商品ｻｰﾋﾞｽ提供、Web・カタログ

41

特殊品

汎用品

一般

①コンテンツ

（ﾒﾃﾞｨｶﾙ、飲食店）

②ソリューション

大企業

中小
規模
法人

個人

サプライ
ヤ様との
連携強化
による商
材の飛躍
的拡大

新
調
達
シ
ス
テ
ム

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

生活
用品

オ
フィス
用品拡大拡大

シンクロカーゴ シンクロマート

最適化最適化

プラットフォームの
高度化

個別化するお客様のニーズと拡大するサプライヤー様をeｰプラットフォーム上で
つなぐことにより効率的なビジネスを実現する。

お客様と
の関係を
「均一」か
ら「個」に
進化

シ
ン
ク
ロ
ス
マ
イ
ル

深掘深掘

シ
ン
ク
ロ
ハ
ー
ト

W
E
B
２
・
０

間
接
材
一
括

購
買
シ
ス
テ
ム

アスクル
アリーナ

ｱｽｸﾙ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟ

ポータル
アスクル

お客様の
ご要望

③e-プラットフォーム

流通ネットワーク（調達物流・在庫・配送）

次世代ビジネスモデルの概念
②ソリューション ①コンテンツ
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今後の中期的な展開今後の中期的な展開

次世代ビジネスモデル構築に向けて

今後３年間の「投資」と継続的な「コスト構造改革」

① 投資の見通し ： 約５０億円／年

② 営業利益率 ５％を基本とする

次世代ビジネスモデルを構築し
中長期的に ７％以上の営業利益率を目指す。

20062006年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料

43

企 業 理 念企 業 理 念

お客様のために

進化するアスクル

お客様のために

進化するアスクル

44

（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が
計画･予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素
によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、
保証するものではございません。
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